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2012年度大規模計算機システム利用による研究成果、論文一覧

この一覧は、本センター大規模計算機システムを利用して 2012年 4月から 2013年 3月までに得られ

た研究成果について、利用者から報告されたものを掲載しています。
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第 19回スーパーコンピューティングコンテスト (SuperCon2013)

名古屋大学情報科学研究科教授・大阪大学サイバーメディアセンター招へい教授 時田 恵一郎

1世界的にもユニークな「電脳甲子園」

今年も 2013年 8月 19日から 23日までの 5日間に

わたって、高校生・高専生を対象とする「スーパー

コンピューティングコンテスト (SuperCon2013)」が

開催されます。

このコンテストは、 2名又は 3名を 1チームとす

る高校生・高専生の参加者たちが、与えられた課題

を解くプログラムを 3日間に渡って作成し、最終日

にスーパーコンピュータで実行して、解答の正確さ

や計算の速さを競うもので、そのレベルの高さから、

別名「電脳甲子園」とも呼ばれています。

過去の出場者が大学進学後に国際大学対抗プログ

ラミングコンテストで活躍するなど、次世代の情報

科学を担う若手育成にも貢献しており、 2008年度の

文部科学大臣賞も受賞しています。

1995年の第 1回から 2005年の第 11回までは東京

工業大学（東工大）学術国際情報センター (Global

Scientific Information and Computing Center: GSIC) の

単独主催でしたが、 2006年の第 12回からは大阪大

学（阪大） (Cybermedia Center: CMC) も共同主催し

ています。富士川以東 50Hz地域からの 10チームは

東工大で、 60Hz地域からの 10チームは阪大でプロ

グラミングを行いますが、 Wikiやポリコムなどで相

互に交流し、開会式・表彰式などもポリコムを使っ

て二元中継で行ってきました。

5 日間にも渡る合宿型で、実際にスーパーコン

ピュータを高校生・高専生が使うことができるとい

う、世界的にも大変ユニークなコンテストです。毎

年交互に両大学のスーパーコンピュータを使います。

2007, 2011年は阪大 CMCの SX-8R,2009年は SX-

9が使われました。今年は東上大 GSICの Tsubame

2.0を使って， GPU(GraphicsProcessing Unit)による

超並列計算が有効な間題が出題される予定です。

2予選

今年の予選課題は6月3日に以下の SuperCon2013

のホームページに公表されます。この予選課題を解

くプログラムを作成し、 6月 21日正午までにプログ

ラムを含む必要書類を添付してメールで申し込みま

す。

予選間題は、スーパーコンピュータを使わなくて

も学校や家庭にある普通のパソコンでも解けるよう

な課題が出題されます。例えば、昨年の予選課題は

「ナップザック間題」という計算科学の分野では有

名な問題を変形したものが出題されました。過去の

予選課題、本選課題は SuperCon2013ホームページに

全て掲載されています。

参加者が 2名以上集まらない人のために、希望者

には「認定証」も発行しています。予選課題を正確

に解くプログラムが書けたら，「スーパーコン 1級」

が認定されます。間題のレベルに応じて 2級と 3級

もあります。

3本選

本選の初日 (8月 19日）は開会式で参加チームの

紹介、本選課題の発表、攻略法の解説があります。

その後、各会場からスーパーコンピュータを遠隔利

用するためのオリエンテーションと並列計算につい

ての講義が行われ、チームごとに本選課題を解くた

めのプログラム設計に入ります。

本選 2日目 (8月 20日）から 4日目 (8月 22日）

の午前中まではチームごとにプログラムを作成しま

す。この間コンテスト OBを含む大学生・大学院生

がチューターとしてバグ取りなどを手伝います（課

題そのものに関する助言はしません）。

最終日の成果発表会、表彰式の後には懇親会も行

われます。高校生・ 麻専生の参加者たちと、両大学

の教員、学生チューターたちが、プログラミングや

大学について語らう大切な時間となっています。

みなさまも周囲の高校生に SuperCon2013への参

加を呼びかけて頂ければ幸いです。

参考

SuperCon2013ホムーヘーン： http://bit.ly/lleqW sG 
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2013年度大規模計算機システム利用講習会

講習会名 開催日時 講師

馬場（サイバーメディアセンター）
スーパーコンピュータ概要と 6月3日（月） 東田（サイバーメディアセンター）
スーパーコンピュータ利用入門 10 00~ 16 00 レーザー研技術専門職員

情報基盤課職員

MP! プログラミング入門
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日本電気（株）
10 00~17 00 

スーパーコンピュータと 6月11日（火）
日本電気（株）

並列コンピュータの高速化技法の基礎 10 00~17 00 

IDL利用入門
6月21日（金）

Exehs VIS(株）
13 00~17 00 

スパコンに通じる並列プログラミングの基礎
6月27日（木）

降旗（サイバーメディアセンター）
10:00~12 00 

下條（サイバーメディアセンター）

AVS可視化処理入門 9月
安福（サイバーメディアセンター）
サイパネットシステム（株）
情報基盤課職員

AVS可視化処理応用 9月
レーザー研技術専門職員
サイバネットシステム（株）

馬場（サイバーメディアセンター）
スーパーコンピュータ概要と

9月
東田（サイバーメディアセンター）

スーパーコンピュータ利用入門 レーザー研技術専門職員
情報基盤課職員

スーパーコンピコータと
9月 日本電気（株）

並列コンピュータの高速化技法の基礎

MP! プログラミング入門 9月 日本電気（株）

並列計算入門
9月27日（金）

降旗（サイバーメディアセンター）13 00~15 00 

テレビ会議システムによる講習会

講習会名

Gaussian講習会

開催日時

8月9日（金）
13:00~ 15:00 

開催機関

東北大学
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開催場所

サイバーメディアセンター
吹田教育実習棟 2階第2教室

サイバーメディアセンター
吹田教育実習棟 2階第2教室

サイバーメディアセンター
吹田教育実習棟 2階第2教室

サイバーメディアセンター
吹田本館 2階小会議室

サイバーメディアセンター
吹田本館 2階小会議室

サイバーメディアセンター
吹田教育実習棟 2階第2教室

サイバーメディアセンター
吹田教育実習棟 2階第2教室

サイバーメディアセンター
吹田教育実習棟 2階第2教室

サイバーメディアセンター
吹田教育実習棟 2階第2教室

サイバーメディアセンター
吹田教育実習棟 2階第2教室

サイバーメディアセンター
豊中教育研究棟 7階会議室

受講場所

サイバーメディアセンター
吹田本館3階大会議室



2012年度大規模計算機システム利用講習会 アンケート集計結果

講習会名 開催日時 申込者数 受講者数 学内 学外
アンケート

回収数

スーパーコンピュータ概要
5月17日（木）

47 45 42 3 34 
13:30~ 16:30 

IDL利用入門
6月7日（木）

8 8 8 

゜
7 

13:20~17:00 

並列プログラミング入門
6月11日（月）

17 11 10 I 11 
10:00~12:00 

MPIによる並列プログラミング
6月11日（月）

15 12 I I I 12 
13:30~16:30 

SXにおけるベクトル化・並列化
6月12日（火） ， 8 7 1 8 
10.00~ 15.00 

スーパーコンピュータ利用入門
6月14日（木）

10 6 3 3 6 
13:30~16:30 

AYS可視化処理入門
9月3日（月）

6 6 6 

゜
5 

10:00~ 16:00 

AVS可視化処理応用
9月4日（火）

2 5 5 

゜
3 

10 00~16 00 

HPCIの利用方法
9月25日（火） ， 7 6 I 7 
1000~1200 

新汎用コンピュータシステム説明
9月25日（火）

11 8 8 

゜
8 

13:30~ 15:30 

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用人 9月26日（水）
14 15 12 3 12 

門 10:00~ 16:00 

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の 9月28日（金） ， ， ， 
゜

7 
基礎 10:00~17:00 

並列計算機入門
10月3日（水）

2 

゜ ゜゜ ゜13:00~14:30 

MPIプログラミング入門
II月1日（木）

7 11 I I 

゜
10 

10 00~17 00 

合 計 166 151 81 ， 78 

受講者内訳
学外， 9

- 72-



所属等についてお教えください。

講習会名
所屈 職種

その他大
大阪大学

学 ・機関
無回答 教員 技術職員 事務職員 大学院生 学部学生 研究生 その他 無回答

スーパーコンピュータ概要 29 5 

゜
8 1 

゜
15 5 

゜
4 I 

IDL利用入門 7 

゜ ゜
I 

゜ ゜
3 3 

゜ ゜ ゜並列プログラミング入門 10 I 

゜
I 1 

゜
3 5 

゜
I 

゜
MP! による並列プログラミング II I 

゜
2 I 

゜
5 3 

゜
I 

゜
SXにおけるベクトル化・並列化 7 I 

゜
I I 

゜
3 3 

゜ ゜ ゜スーパーコンピュータ利用入門 3 3 

゜
I I 

゜
4 

゜ ゜ ゜ ゜AVS可視化処理入p~ 4 I 

゜
I 1 

゜
I I 

゜
I 

゜
AVS可視化処理応用 2 

゜
I I 

゜ ゜
I 

゜ ゜
I 

゜t!PCIの利用方法 6 I 

゜
4 1 

゜
I 

゜ ゜
I 

゜新汎用コンピュータシステム説明 8 

゜ ゜
3 I 

゜
4 

゜ ゜ ゜ ゜スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入 ， 3 
゜ ゜ ゜ ゜

5 6 

゜
I 

゜門

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の
7 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
5 2 

゜ ゜ ゜基礎

MP! プログラミング入門 10 

゜ ゜
I I 

゜
6 2 

゜ ゜ ゜合計 113 16 I 24 ， 
゜

56 30 

゜
10 I 

受講者職種

技術職員， 9

事務職員，0
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今回の講習会についてどのようにお知りになりましたか。（複数回答可）
今回の講習会の開催日は適当

でしたか。

講習会名
ホーム 掲示板
ページ

メール
(ICHO,KOAN) 

教員から 知人から その他 無回答 適当 不適当 無回答

スーパーコンピュータ概要 5 24 3 4 1 

゜゜
34 

゜゜IDL利用入門 I 2 

゜
3 I 

゜ ゜
6 

゜
I 

並列プログラミング入門

゜
6 I 4 

゜ ゜゜
11 

゜゜MP! による並列プログラミング 3 7 

゜
4 

゜ ゜゜
12 

゜゜SXにおけるベクトル化・並列化

゜
3 

゜
5 

゜ ゜゜
7 1 

゜スーパーコンピュータ利用入門 4 

゜ ゜
2 

゜ ゜゜
6 

゜゜AVS可視化処理入門 I 3 

゜
3 

゜ ゜゜
5 

゜゜AVS可視化処理応用

゜
2 

゜
2 

゜ ゜゜
3 

゜゜HPC! の利用方法

゜
4 

゜
3 

゜ ゜゜
7 

゜゜新汎用コンピュータシステム説明 I 6 

゜
2 

゜ ゜゜
8 

゜゜スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入

゜
7 

゜
7 

゜ ゜゜
12 

゜゜門

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の
I 2 

゜
5 

゜
l 

゜
7 

゜゜払礎

MP! プログラミング入門 3 5 I 4 

゜
I 

゜
10 

゜゜合計 19 71 5 48 2 2 

゜
128 I I 

その他2

知人から，

受講者職種 無回答， 0 講習会日程

不適当， 1へ＼ 無回答， 1

2 

掲示板

(ICHO,KOA 

N), 5 

講習会名

スーパーコンピュータ概要

IDL利用入門

並列プログラミング入門

SXにおけるベクトル化・並列化

AVS可視化処理入門

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入

門

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の

基礎

MP! プログラミング入門

ホームペー
ジ， 19

適当， 128

今回の講習会の開催日ば適当でしたか。

よろしければ選択した理由をご記入ください。

適当
4回生になり研究室に配属されて、丁度落ち着いてきた時期であったから。

大学院生にとってこの時間帯は授業が空いていることが多いのて。

適当 17:00以隆開始なら、なおうれしい。

適当 研究し始めの時期で少しパソコンに触れ始めた頃なのて

不適当 必修の授業の講義と被っているため。

適当
院試終了後の4年生の受講に丁度良い。授業が無いので教員も参加しやすい。
．百．．．．季．．．．伏．．．．暇．．．．．中．．．で．．．．あ．．．る．．．の．．．．で．．．．。．．．． 

授業期間中でなく講義とかぶらないため。

適当 時間の空けやすい夏期佐暇生だから都合が良かった。

正確には、講習会があると聞いた直後だったので、 丁度良かった。

適当 夏期休暇中で時間が取りやすい。

学祭期間であったため。．．．

適当
参加し易い時期（行事が少ない）であることと、MPIプログラミングを始めてから少し時間が経っ

ているのて、基本の確認ができて良かったと思うから。
---------------------------------------------------------------------------------------
援業の無い日 だったので良かった。

- 74-



今回の講習会の時間は適当でしたか。 今回の講習会の内容はどうでしたか。

講習会名
ちょうど良

し‘
長い 短い 無回答 満足 怜や満足 普通 やや不満 不満 無回答

スーパーコンピュータ概要 27 5 

゜
2 ， 14 6 3 

゜
2 

!DL利用入門 5 I () 1 I 2 -, 

゜ ゜
1 

並列プログラミング入門 ， 2 
゜ ゜

6 3 2 

゜ ゜゜MP! による並列プログラミング 10 2 

゜ ゜
7 4 I 

゜ ゜゜SXにおけるベクトル化・並列化 7 

゜ ゜
I 7 l 

゜ ゜ ゜゜スーパーコンピュータ利用入門 6 

゜ ゜ ゜
5 I 

゜゜ ゜゜AVS可視化処理入門 4 

゜
I 

゜
5 

゜゜゜ ゜゜AVS可視化処理応用 2 

゜
I 

゜
2 I 

゜゜ ゜゜HPCIの利用方法 6 1 

゜ ゜
2 3 2 

゜ ゜゜新汎用コンピュータシステム説明 8 

゜ ゜ ゜
2 4 2 

゜ ゜゜スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入
10 2 

゜ ゜
4 7 I 

゜ ゜゜門

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の
2 5 

゜ ゜
3 4 

゜゜ ゜゜基礎

MP! プログラミング入門 10 

゜ ゜ ゜
4 4 I l 

゜ ゜合計 106 18 2 4 57 48 18 4 

゜
3 

短い， 2
講習時間 無回答，

4 

講習内容
やや不

講習会名

スーパーコンピュータ概要

並列プログラミング入門

MP! による並列プログラミング

AVS可視化処理入門

AVS可視化処理応用

HPCIの利用方法

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入

門

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の

基礎

MP! プログラミング入門

満 4

普通
18 

＼不満0

今回の講習会の時間は適当でしたか。

よろしければ選択した理由をご記入ください。

ちょうど良 第一部、 第―部、1堕閲ずつくらいがいい。

し‘ 必要なことは聞けたので、滴当な長さであった。

長い できれば1時間30分でまとめてほしい。

長い 午後からの続きで長く感じた。

短い 内容が多いので、堕間がたりなかった。

短い 内容が濃いので、時間が斥りない。

長い フローチャートで大まかに説明し、詳細は資料でということにすれば睦閲を短くでき生う。

ちょうど良
スパコンの説明ど実習も含めてちょうど良い長さで分かり易かった。

し‘

長い 初心者を意識していたせいか冗長に感じた。

長い
内容が盛り沢山だったので、213間に分けて頂けると有難いと思ったため。

演習があるのて理解し易いが詰め込み渦芸な気がした。

ちょうど良 時間に余裕を持ってゆっくり説明していただくことがてきたし、質問する時間も十分に用意され

し‘ ていたため。
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講習会名
今回の講習会の内容はどうでしたか。

よろしければ選択した理由をご記入ください。

.聞....き...た....い...こ....と..を....聞.....く..こ....と..が....で....き...た....か....ら..。........................................................................................... 
満足 HPCI申請の説明が丁寧で分かりやすかったが、ベクトル型／スカラー型の話を重視すべきで

は9前半の歴史的なストーリーは1/2くらい減らせると思う。

やや満足 「京」コンピュータの予定している運用形態についての発表が無かったのが残念てある。

スパコンの現状よりもスパコンの基杢的なことをもっと教えてほしかったです。ど素人なもの
スーパーコンピュータ概要 やや不満 で．。

用語箋公からないものが多かった。しかしそれはこちらが門外漢で場違いだったからだと思う。

利用実績をもっと見たかった。

無回答
ユーザーがどんな感じで使えるか、利用の仕方をもっと説明してほしい。（システム、性能は詳し

く聞いてもユーザーとしてはどうしようもなのい仕。）方を知りた
サイバーメディアセンター機の利用申請 い。

満足 切心査向はで良かったn
IDL利用入門 やや満足 基杢から復翌することが出来た。

普通 普段から使っているので、応用的なことも知りたかった。

並列プログラミング入門 満足
基本的なところから教えていただけたのて、知識のない私にもよく分かり助かりました。

先生の話し方や説明も非常に分かりやずかったてす。

MPIによる並列プログラミング やや満足 MPIを使ったことがないので》途生からついていはな夕ぷってしまった。

SXにおけるベクトル化・並列化 満足 個 llllの質問にも答えて頂けた。

スーパーコンピュータ利用入門
満足 話がとても分かりやすかったです。

やや満足 もう少し演習に時間をかけていただきたかったです。

AVS可視化処理入門 満足 ．C．．M．．．C．．．の．．．．方．．．．に．．．最．．．．初．．．．．に．．．説．．．．明．．．．し．．．て．．．．い．．．た．．．．だ．．．い．．．．た．．．の．．．．で．．．．可．．．視．．．．化．．．．．の．．．基．．．．礎．．．．か．．．．ら．．．分．．．．か．．．．っ．．．た．．．．よ．．．う．．．に．．．思．．．．い．．．ま．．．．す．．．。．．．．．．．．．．． 
分かり易かった。寒習が良かった。

AYS可視化処理応用 満足
細かな質問にも対応して頂いて非常に参考になりました。また、場合によってはフルに参加でき

ない場合もあるので質問タイムだ吐の奎加も団能になったことは有難いと思います。

新汎用コンピュータシステム説明 普通 Hadoooはあまり馴染みがなくてよく位かりませんでした。

丁~寧に説明して~頂いたおかげて分かり易かった。

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ
満足 学んだ後、衷蓋できたのが良かった。

知りたいことの大体全部学べました。
利用入門

スパコンの利用法が良く分か凡整理できたため。
やや満足

午前とかUNlXとか圃いた内容が多かった。

より効率的なプログラムを作成するための具体的な方法を（手を動かしながら）知ることができた

満足 ため。演習用のサンプルも入念な準備行われており、荏常に取り組み易かったてす。

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化 最適化の中身など丁寧に解説されていて公かり易かった。

技法の基礎 解答はテキストや各デ4レクトリに用謡するのではなふ後で発表して別の場所から見れる
やや満足 ようにしてもいい気がしました。

これから必要になるかも知れないが今の自分の研究にはあまり必要ではなかった。

満足
とても基本的な，l:::こるからエ寧に教えて頂くことができたため。分からなくなった時裸てすぐ質
問ができるように多くのスタッフの方が待機してくださっていたのがとても良かったと思ったため。

今、研究で使っているシミュレーションをMPIで並列化しようとしているが、そのアプリケーション

はC++で動いているためFortranでは難しかった。
-------------------------・・---------------------------------------------------------------------------------------

MPIプログラミング入門 やや満足
・難・・・・し・・・か・・・・っ・・・た・・・・で・・・す・・・・が・・・・、・・並・・・・列・・・・化・・・・が・・・ど・・・・ん・・・な・・・・も・・・の・・・か・・・・を・・・知・・・・れ・・・・て・・・良・・・・か・・・・っ・・・た・・・て・・・・す・・・・。・・・・・ 
.ち...ょ...っ...と...進....行....速....度.....が...速....い....と...思....い...ま...す....。..... 
初めてのMPI利用だったので難しかった。

普通 内容は私にとって荏常に難しかったが、プログラミング学習に対する興味が涌いた。

やや不満 自身の知識不足が大きい為少し難しかったです。申し訳ありません。
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講習会名
今回の講習会の資料はどうでしたか。

満足 やや満足 普通 やや不満 不満 無回答

スーパーコンピュータ概要 ， 6 11 1 

゜
7 

IDL利用入門 2 2 1 

゜ ゜
2 

並列プログラミング入門 7 2 1 1 

゜ ゜MPIによる並列プログラミング 10 1 1 

゜ ゜ ゜SXにおけるベクトル化・並列化 7 1 

゜ ゜ ゜ ゜スーパーコンピュータ利用入門 6, 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜AVS可視化処理入門 1 3 

゜ ゜ ゜
1 

AVS可視化処理応用 3 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜HPCIの利用方法 4 2 

゜
1 

゜ ゜新汎用コンピュータシステム説明 2 3 3 

゜ ゜ ゜スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入
5 5 

゜ ゜ ゜
2 

門

スーパーコンピュータと並列ニンピュータの高速化技法の
4 1 1 

゜ ゜
1 

基礎

MPIプログラミング入門 8 1 1 

゜ ゜ ゜合計 68 27 19 3 

゜
13 

資料内容

やや不満， 3

今回の講習会の資料はどうでしたか。
講習会名

よろしければ選択した理由をご記入ください。

スーパーコンピュータ概要 やや満足利用までの方法が分かり易くまとめてあるから。

TDL利用入門 満足 ／か かった品．

並列プログラミング入門 満足 " f 去が記載されているから。

MP! による並列プログラミング
満足 資料は保存しておくと後々役に立ちそうn

普通 カ―- Iが，かったn

スーパーコンピュータ利用入肥 満足 初心者向けで分かり易かった。

AVS可視化処理入門 やや満足
量が多く消化でぎなかった。

分かり易かった。講師がスクリーンに映す資料と同じものてあるとすごく良い。

AVS可視化処理応用 満足 手順に従って書かれているので こ えてい。

1-IPCIの利用方法 やや不満ページ／―ったり戻ったりすることが多いから。

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入
匪l

満足 スパコンに必要な情報がすべてのっていたと思う。

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の
満足 テーマ毎に分かれており、説明が丁寧で見易かった。参照すべきページがすぐに分かった。

基礎
..................................................................................................................................................... 

＝し いていたと思う。

Fortranの基礎的なことを知らなかったが、それなりにMPIについて理解で幸た。

満足 f 参考書を併せて活用でぎそう。..................................................................................... 

メインの資料と演習用の資料がリンクして分かり易い。.................................................................................... 

詳しく充実していると思う。
MP! プログラミング入門

やや満足I初心者だったのでもっと細かい資料が良かった。
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今回の講習会は今後の研究に役立ちますか3

講習会名 大変役立
役立つ

役立たな わからな
無回答

つ し‘ し‘

スーパーコンピュータ概要 5 12 3 8 6 

IDL利用入門

゜
5 

゜
1 1 

並列プログラミング入門 1 10 

゜ ゜ ゜MPIによる並列プログラミング 3 7 

゜
2 

゜SXにおけるベクトル化・並列化 2 5 

゜
1 

゜スーパーコンピュータ利用入門 3 3 

゜ ゜ ゜AVS可視化処理入門 1 3 

゜ ゜
1 

AVS可視化処理応用 2 1 

゜ ゜ ゜HPCIの利用方法 2 5 

゜ ゜ ゜新汎用コンピュータシステム説明 4 2 

゜
2 

゜スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入
3 7 

゜
1 1 

門

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の
1 3 

゜
2 1 

基礎

MPIプログラミング入門 8 2 

゜ ゜ ゜合計 35 65 3 17 10 

研究への有用性

無回答， 10

わからない， 17

役立たない， 3

溝習会名
今回の講習会は今後の研究に役立ちますか。

よろしければ選択した理由をご記入ください。

スーパーコンピュータ概要
役立たな サイバーメディアセンター機の利用方法が知りたかった。

し‘ あくまで概要なので甚院の班究に設立つ部公はあまりなかった。

IDL利用入門 役立つ MRIの画像data処理に使えそう。

並列プログラミング入門 役立つ なんとなく知っていた並列プログラミングを詳しく教えてもらえたので

スーパーコンピュータ利用入門 役立つ 今すぐスパコンを1人て使えと言われると、使える自信がまだ無いからです。
AVS可視化処理入門 役立つ 今後の研究で使用する予定がある。

AVS可視化処理応用
大変役立

可視化はプレゼンにも効是的であり、現象の理解にも重要。
つ

大変役立
砥究でSX9を使立から。

つ
スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入

合後利目できる。
門

役立つ 直接利用することはないと思うが、共同研究てスパコンの出力を扱うこともあるのて教養程度に

奎竺になる。

役立つ
多くの事を教えていたたいたので、後は自会の努力次策。

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の プログラムの基礎を思い出し、よく使えるようになったと思う。
基礎 わからな

ベクトル化するほどの長いループを（計算に時間を必要とする）社箆主るかわからない。
し‘

シミュレーションをするときに合後使用丈ることになると思います。

大変役立
今までよく分からずに使っていたところの中で明らかになった部分があるので、より理解を深め

た上でMPIを用いることができるため。
つ

MPIについてよく分かった。MP! プログラミング入門
これからMPTに取り組むにあたって効墜よぐ党ぶことがでまた。

役立つ
シミュレーションを註2ことがぬった照に設立つ昴塵,?.tc五．．．
シミュレーションにMPIを組み込んで計算させる予定。
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講習会名

他の情報基盤センター等も含め、これまでにスーパーコンピュータを利用したことがありますか。

ある I なし 1号謬 I.Ji:,F□□J:fi;;-f;; 三二数~ ;~J~ ーロ—
スーパーコンピュータ概要 15 13 6

 
12 

゜
2
 ゜

： トノキ/クソ―

4 : 
： 

, C 

IDL利用入門 2
 

4
 

2
 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜並列プログラミング入門 8

 ゜ ゜ ゜MPTによる並列プログラミング 7
 。 ゜ ゜SXにおけるベクトル化・並列化

゜
2
 ゜ ゜ ゜ ゜スーパーコンピュータ利用入門 6

 ゜ 。 ゜ ゜
1 : Gaas,;m,03 

AVS可視化処理入門

AVS可視化処理応用 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜HPClの和」用方法 7

 ゜ ゜
6
 ゜ ゜ ゜

2
 

BWA 

AVS 

新汎用コンピュータシステム説明 7
 。

7
 ゜ ゜ ゜ ゜

AVS 

スーパーコンピュータ概要とスーパーコン

ピュータ利用入門

スーパーコンピュータと並列コンピュータの高

速化技法の基礎

MPIプログラミング入門

4
 

7
 ゜ ゜ ゜ ゜

5
 

4
 ゜ ゜ ゜ ゜

4
 

4
 ゜

0
 
1
0
 
゜ ゜合計 69 50 11 57 5

 
7
 

0
-
8
 

スパコンの利用有無

使用言語・プログラム

ドッキングソ

フト， 1 ¥ /自作， 1

OpenFoam, ----------- BWA, 1 
1 

Gaussian, 2 

他の言語 0

Fortran, 57 

講習会名
サイバーメディアセンターの大規模計算機システムの利用を希望されますか。

「利用している」以外を回答された方へ。選択した理由をご記入ください。

利用して
ベクトル計算機が利用できるから。

スーパーコンピュータ概要
いる

研究が本格的に始まってからでないと必要かどうかわからないから。
検討中

学際大規模情報見盤共同利用・共同研究拠点として利用予定。

並列プログフミング入門 検討中 やや敷居が面いかもしれない。指導教員とも検討中。

!-!PC! の利用方法
利用した

HPCIの公募課題で資源が割り当てら狂たばかりだから。
し‘
利用した

研究で行っているシミュレーションの高速化のため。

スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入 し‘
検討中 決宇梅は持っていない。

匪l
利用しな 単に研究分野的に必要となる場合が少ない。ただ、スパコン利用を選択肢として常に意識し

し‘ たし‘

検討中
今後の研究活動で必要となりうるため。

MP! プログラミング入門 -------------------------・・-----------------------------------------
お金と担談です。
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サイバーメディアセンターの大規模計算機システム

講習会名
の利用を希望されますか。

利用して 利用した 利用しな

いる し‘
検討中

し‘
無回答

スーパーコンピュータ概要 10 3 11 2 8 

IDL利用入門 2 I 

゜
3 1 

並列プログラミング入門 4 4 I 2 

゜MPIによる並列プログラミング 7 3 1 1 

゜SXにおけるベクトル化・亜列化 4 3 1 

゜゜スーパーコンピュータ利用入門 3 2 I 

゜゜AVS可視化処理入門 3 

゜
1 

゜
1 

AVS可視化処理応用 3 

゜゜゜゜HPCIの利用方法 5 1 

゜゜
1 

新汎用コンピュータシステム説明 8 

゜゜゜゜スーパーコンピュータ概要とスーパーコンピュータ利用入
4 2 4 1 1 

門
スーパーコンピュータと並列コンピュータの高速化技法の

5 

゜
1 

゜
1 

基礎

MPIプログラミング入門

合計

講習会名

スーパーコンピュータ概要

IDL利用入門

~(, 列プログラミング入門

MP! による並列プログラミング

スーパーコンピュータ利用入阿

HPC! の利用方法

6 2 2 

゜゜64 21 23 ， 13 

無回答，
利用予定

い， 9

その他、ご意見・ご要望があれば些細なことでも結構ですのでこ記入ください。

ビデオ撮影が邪魔。....................................................................................................... 

京ではCore単位のメモリー晶が少ないと聞いているのでその対策、実例があれば．．．。.......................................... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

サイバーメディアセンター機の利用方法が知りたかった。 (HPCI課題申請ではなく牌通の利用につい

て。）時間を守ってほしい。

本日はありがとうございました。

タンパクのシミュレーションに関する講座があれば受講したい。

ありがとうございました。．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
MPIの例をもう少し見たかった。

今日はありがとうございました。................................................... 

基礎的な事が聞けて良かったです。。

左ぐ翌世と空．亡．、］オ.:-.,:烈．望とこ?.亡．翌違し尺噂唐)j慰．．．．
実涸していただいたので分かり易かったです。

こ：ロロニロ：ロニ：ピ三二：っと内容を絞ってもいいかと思った。

とても良かったです。

MP! プログラミング入門 ~iて編集した後の戻り方がわかりませんでした。．．．．
プロセスと実行のイメージがわぎにくい学生がいたので、少し図を加えて頂けるとと良いかと思いま
す。説明は分かり易かったです。
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2013年度「HPCI(HighPerformance Computing Infrastructure)利用」の活動状況

HPCIシステムは、個別の計算資源提供機関ごとに分断されがちな全国の幅広いハイパフォーマンスコンピューティ

ング (HPC)ユーザ層が全国の HPCリソースを効率よく利用できる体制と仕組みを整備し提供することを目的として

構築され、 2012年 10月より運用開始しました。北海道大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京工業大学、名古屋

大学、京都大学、大阪大学、几小卜1大学の各情報基盤センター、及び理化学研究所が資源提供機関となり、 ―京」 を始め

とする計算機資源や、共有ストレージ、ネットワーク、認証基盤、可視化装置等といったシステムを、中立・公正で

科学的・技術的・社会的根拠に基づき配分・提供しています。

第一回の募集では、大阪大学の資源を利用する課題として 9件が採択されました。

■大阪大学計算機資源を利用する採択課題一覧

利月枠 科用資瓢 研究誤題名
誤題貴任者

利月機関
厨属機関

京以外 SX-SR 

一般利用 SX-9 星形成ど惑星形成分野を横断する大規模数値シミュレーション 九朴1大学 九朴1大、東京大、大阪大

SX-SR 
京以外 SX-9 入ピJーダル分解による乱流抑制効呆の解閉 大阪大学 大阪大
一般利月

PCクラスタ

京 一般禾lj月
大規模計算機空気冷却風速場の高解像度解析と

H24年度公募
PCクラスタ 適応的クラウドロボット技術による実効的な計測融合オペレーショ 大阪大学 東北大、九州大、大阪大

ン

原 一般禾1」月
PCクラスタ スーパーコンピューターで解き阻かす超弦理論の物理 筑波大学 筑波大

H24年度公募

原一般禾1」月 PCクラスタ
マウス細胞分化の大規模トランスクリプトーム解析

独立行政怯人 独立行政怯人
H24年度公募 共有DISK 理化学研究所 理化学研究所、大阪大

原一般歪lj月 SX-SR 
磁場中におけるRichtmyer-M eshkov不安定の非線形成長過程

廿24年度公募 SX-9 大阪大学 東京工業大、大阪大

京以外 SX-9 南海トラフ巨大地震による長周期地震動評価 東京大学 東京大
産業利用

原一般利月 SX-9 共変型非アファイン粘弾性に基づく界面活性剤添加における
大阪大学 大阪大

H24年疫公募 抵抗低減機構の解明

原一般刹月 SX-8R 

H24年度公募 SX-9 
レーザープラズマの多次元位相空間シミュレーション 大阪大学 大阪大
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2013年度「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」の活動状況

「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」は、北海道大学、東北大学、東京大学、東京工業大学、

名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学にそれぞれ附置するスーパーコンピュータを持つ 8つの共同利

用の施設を構成拠点とし、東京大学情報基盤センターがその中核拠点として機能する「ネットワーク型」共

同利用・共同研究拠点として、文部科学省の認可を受け、 2010年4月より本格的に活動を開始しました。

本ネットワーク型拠点の目的は、超大規模計算機と大容量のストレージおよびネットワークなどの情報基

盤を用いて、地球環境、エネルギー、物質材料、ゲノム情報、 Webデータ、学術情報、センサーネットワー

クからの時系列データ、映像データ、プログラム解析、その他情報処理一般の分野における、これまでに解

決や解明が極めて困難とされてきたいわゆるグランドチャレンジ的な間題について、学際的な共同利用・共

同研究を実施することにより、我が国の学術・研究基盤の更なる高度化と恒常的な発展に資することにあり

ます。本ネットワーク型拠点には上記の分野における多数の先導的研究者が在籍しており、これらの研究者

との共同研究によって、研究テーマの一層の発展が期待できます。

2013年度の課題募集には合計 55件の応募があり、東京大学情報基盤センターで開催された課題審査委員

会及び運営委員会にて審議され、 44件が採択されました。このうち、 5課題が大阪大学を利用することとな

っています。なお、本年度からは， 革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ (HPCI) の

計算機システム (HPCIシステム）の一部として，当構成拠点が提供する計算機システム (HPCI-JHPCNシス

テム）を当拠点共同研究の研究資源として運用することになりました。

今後の課題申請については、 http://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/ja/をご覧ください。

受付番号 研究課題名 課題責任者 利用大学

所属機関

Jh130007 さまざまなアーキテクチャからなる計算機システムの性能評価と 九州大学 北大、東北大、

最適化 東大、東丁大、

名大、京大、阪

大、九大

jhl30018 大規模計算機空気冷却風速場の高解像度解析と適応的クラウドロ 大阪大学 東北大、阪大、

ボット技術による実効的な計測融合オペレーション 九大

Jh130019 広域分散ファイルシステムに基づく 「ビッグテーブル」 型の超大規 大阪大学 北大、東大、東

模データ処理系の構築と機能および性能評価 工大、阪大、九

大

Jh130040 輻射流体シミ ュレーションコードの高速化手法に関する研究 大阪大学 阪大

Jhl31002 分散クラウドシステムにおける遠隊連携技術 北悔道大学 東大、東工大、

阪大、 九大
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2013年度「大規模計算機システムにおける企業利用」の活動状況

全国共同利用施設であるスーパーコンピュータを有する 7大学は、 2007年から文部科学

省 「先端研究施設共用イノベーション創出事業」（平成2009年度から 「先端共用施設共用促

進事業」）の支援を受け、 2010年度末までスーパーコンピュータの利用を民間企業に開放し

てきました。

2011年度からは 7大学それぞれが自主事業に移行し、サイバーメディアセンターも有償

でスーパーコンピュータの利用を民間企業に提供しています。

2013年度から制度を改め、募集を通年とし、利用負担金も研究者と同じ利用糾金体系に

なりました。

■ 利用中の企業 (2013年4月時点）

・NPO法人バイオグリッドセンター

・技術研究組合単層 CNT融合新材料研究開発機構

■ 企業利用の案内

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/shinsei/kigyo/index.html 
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2013年度大規模計算機システム利用相談員

【利用相談員】 委嘱期間： 2013年 4月 1日~2014年 3月 31日

氏 名 所 属 職 名

高木達也 大阪大学大学院薬学研究科 教授

外川浩章 大阪大学核物理研究センター 助教

福田優子 大阪大学レーザーエネルギー学研究センター 技術専門職員

山井成良 岡山大学情報統括センター 教授

板野智昭 関西大学システム理工学部 准教授

藤 堅正 近畿大学理工学部 講師
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2013年度大規模計算機利用システム相談員 自己紹介

髯〔冨五

（大阪大学大学院薬学研究科 医療薬学専攻 教授）

大阪大学大学院薬学研究科の圏木達也と申します。よろしくお願い申し上げます。

大型計算機システム利用相談員の前身であるプログラム相談員に就任させて頂いたのは、もう 30年以上前

になると思います。当時、分子軌道法プログラム、 Gaussianの実質上最古のバージョンになる Gaussian70を

センターに移植するのに苦労していましたので、お声がかかったように記憶しています。その後継になるソ

フトの利用相談が、ここ 10年ばかりの担当のほとんどです。 Gaussianだけでなく、 GAMESSや GROMACS

など、計算化学のソフトウェアも増えてきました。 Gaussianの元々の作成者の J.A.Pople先生は、（たぶん）

このプログラムの作成による量子化学の普及により、ノーベル化学賞を受賞しておられます。いかなる新規

かつ応用性の広い理論、手法も、一般に普及しなければ絵に描いた餅にすぎません。いえ、私は、新しい、

あるいは改良した理論、手法を普及させるのは、研究者の説明責任の一環だと考えています。

以前、別の雑誌にも書いたことがあるのですが、計算化学で利用するモデルシステム（例えば、タンパク

質の分子動力学計算）は、何でもかんでも現実に近いモデルを構築するのがすべてだとは考えていません。

Alder転移などは、現実と少し異なるモデルが発見してくれた現象です。理想モデルが、時として、驚くよう

な結果をもたらすことがあり、これが科学の発展につながっていくのだと、私は考えています。

私たち利用相談員が、利用者の皆様の研究に関して、少しでもそのお役に立てるならば、望外の喜びです。

とがわ ひろあき

外）11 浩章

（大阪大学核物理研究センター 助教）

私は、原子核物理学の実験的な研究を行うために必要な、計算機とネットワークの整備・運用に長期間携

わってきたので、そのノウハウを活かして、スパコンの整備・ 運用を行っています。アルゴリズム等の深い

相談には対応できませんが、中程度までの利用方法に関しては、広く浅く相談を受けられると思います。

ふ くだゆうこ

福田優子

（大阪大学レーザーエネルギー学研究センター 技術専門職員）

大阪大学レーザーエネルギー学研究センターの福田優子です。昨年度から RCNPの外）iiさんとともに、CMC

の利用相談員として、 CMCのすべての利用者の皆様からの相談に協力して対応させていただくことになりま

した。しかし、システムが複雑・ 多様になっており、利用相談も難しくなっていると実感し、勉強になりま

した。これからは、 CMCの先生方とも、もっと協力して対応させていただきたいと思っていますので、よろ

しくお願いいたします。

私は、研究室に配属された初めてシミュレーションをする情報系以外の理系の大学生、大学院生の方など

を近くでサポートしてきました。その経験と、講誓会などでいただいたみなさんの質間や、協力いただいた

アンケートなどを生かして、 「パソコン＆スーパーコンピュータで計算するための基礎知識」という自習書に

まとめて、以下の WEBで公開しています。

http://www.ile.osaka-u.ac.jp/research/cmp/text.html 
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スーパーコンピュータは利用しないけど、パソコンは利用するという方のお役にもたてるようにと願って

作成しました。一度参照していただき、コメントや質間などをいただけたら大変ありがたいです。

2004年からは、 CMCと共催で講習会を開催させていただいています。 実際に講習会を受講された方は、

聞いてよかったと言ってくださることが多いです。特に、昨年度からは、東北大学サイバーサイエンスセン

ターとも協力して、実習形式の講習会が開催されていて、分かりやすいと好評です。教科書がどんなによく

ても、講義は受けたほうがいいですよね。講習会やプログラム相談もそれと同じだと思います。大学にいる

間に、ぜひ一度は講習会を受講し、スパコンの概念や、ベクトル化・ 並列化などの基礎知識、さらには高度

な並列化、可視化とはなど身につけて卒業していただきたいと希望しています。

最後になりますが、皆様からいただいた質問や、アンケートは大変参考になります。ここが分からない、

こんなことを教えてほしいという声も大歓迎です。ひとりで苫しまず、ぜひお気軽にご質問ください。

やま い なりよし

山井成良

（岡山大学情報統括センター 教授）

岡山大学情報統括センターの山井と申します。 平成 9年 11月まで大阪大学大型計算機センター研究開発

部に在籍しておりました。

さて、私の担当領域ですが、大規模計算機システムの基本的な利用法およびネットワークサービス全般

とさせて頂きます。 遠隔地からの利用に関する相談も歓迎します。

本年度も微力ながら皆様のお役に立てれば幸いです。

いたの ともあき

板野智昭

（関西大学システム理工学部 物理・応用物理学科 准教授）

大阪府出身で吹田市にある府立千里高校卒業後、駿台予備校での真黒な浪人生活を経て、晴れて京都大学

理学部に進学、高校で大好きになった物理学を修めました。趣味は旅と読書とサイクリングで、特に旅では

見知らぬ土地で友を作ることが好きです。研究に新しいアイデアをもたらすにも、旅とサイクリングによる

リフレッシュが効果的（すなわち仕事の一部）だと信じていますが、最近は雑務と子守に追われてなかなか

できておりません。

さて、私の専門は流体物理で、研究と計算機は切っても切り離せない関係にあります。計算機環境は愛用

のラップトップにインストールした Linuxで、これまでの研究時間の大半は愛用計算機の前で過ごしてきま

した。ただし最近は雑用が多く、机の前に座って時刷をかけて一つの疑間について執念深く熟考するという

習慣が激減しています。これも時代の流れかとは思いますが、一生をかけて達成すべきような本当に大きな

意義のある実のある仕事にとりかかることが難しい、 大変世知辛い世の中に周りの環境は変化しているよう

に感じます。こんなことを国全体を挙げてやっているのでは、現状維持でさえ難しい日本の国力が落ちるば

かりではないかと心配していますが、さりとて政治家に立候補しようとは思っていません。話は脱線しまし

た。実験等における学生指導などで最近は大型計算機の使用時間が減っていますが、皆さんのお役に立てれ

ばと思っています。
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ふじ けんしょう

藤堅正

（近畿大学理工学部電気電子工学科 講師）

近畿大学の藤です。エネルギー材料（核燃料•原子炉材料）に関する実験系の研究室ですが、核燃料内部の

化学状態を検討するための多相化学平衡計算や、燃料被覆管の水蒸気酸化シミュレーションあるいは燃料被

覆材と核分裂生成物との固相反応の挙動解析に関する計算でサイバーメディアセンターのお世話になってお

ります。

また、電子エネルギーレベルの計算を少しだけお手伝いすることもありますが、何れも専ら FORTRANを

使用している関係上、研究室で適宜 FORTRANとバッチジョプ利用のご相談を承っております。宜しくお願

いします。
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大規模計算機システム FAQ

I . 利用方法

1. ログインについて

計算機を使用するには sshで接続します。 sshクライアントソフトは Windows環境では Putty、TeraTerm

などが一般的に利用されています。

接続する場合、接続先ホスト名に"login.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp''、プロトコル（サービス）は"SSH"、TCP

ポートは"22"を指定します。（以下の画面は TeraTem1の場合）

ログインするとメニュー画面が表示されますので、 FrontendTerminal(fronta~frontd)の番号(1~4)を入力しフ

ロントエンド端末に接続します。フロントエンド端末でプログラムのコンパイル、バッチリクエストの投

入、計算結果の確認などを行います。

一④ TCP/lPホスト（エ） 層謂璽 J
 回ヒストリ(Q)

サーピス 0Te!mit TCPポート#(e.)122 I 

◎旦SH SSH)1ージョンCy_)issH2 Bl 

〇その他 ブロトコル（② luNSPEcBI 

Oシリアル(E,) ポート(B_) COM1ロ
I OK I [ キャンセ）[., l [ ヘルブCt!)I 

トラブルシューティング

No 現象 確認内容 備考

I 接続できない インターネットに接続できているか

接続先ホスト名が間違っていないか ホスト名： login.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp 

TCPポートが間違っていないか TCPポート： 22 

SSHで接続しているか Telnetでは接続不可

ファイアウォールやネットワークの設定で SSH、

TCPポート 22の使用を許可しているか

2 ログインできない ユーザ名（利用者番号）が間違っていないか

パスワードが間違っていないか 忘れた場合は 「Ill.利用手続き」の 「4.パ

スワード忘れについて」を参照

利用期限が切れていないか

3 文字化けが発生し 文字コードの設定が間違っていないか 送信、受信とも「EUC」に設定

ている ※本システムの文字コードは「EUC」
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2. プログラムのコンパイルについて

プログラムのコンパイルはフロントエンド端末で行います。

一 --(Intel FORTRANコンパイラの実行）

Intelコンパイラは PCクラスタで実行するロードモジュー）レ(a.out)を作成します。

一 --(SX用クロスコンパイラの実行）

SX用クロスコンパイラは SX-SR用のロードモジュール(a.out)をフロントエンド端末で作成しま

す。 SX-9用のロードモジュールを作成する場合はオプションに"・cfsx9"を付けてください。

各コンパイラの使用例

Intelコンパイラ

MPIコンパイラ
(MPI-CH 12 7p1a) 

SX用クロスコンパイラ

% ice test.c % icpc test.c 

% mpicc test.c % mpiCC test.c 

% sxc++ test.c % sxc++ test.c 

FORTRAN I 

一璽璽置
% sxf90 test.f 

------------------------------------------------------------------------------
SX-9用の場合は"-cfsx9"オプションを利用

※コンパイルオプションの詳細についてはマニュアル等を参照してください。

トラブルシューティング

No 現象 確認内容 備考

1 ゴンパイルできな エラーメッセージを確認する。以下に主な原因を示す。

し‘ コンパイラのパスが間違っている (IntelMPI) ノ＜ス： / opt/intel/mpi/3 .2/bin64 

コマンド： C: mpiicc、C++: mpiicpc、

Fortran : mpiifort 

コマンド名が間違っている

2 コンパイルエラー エラーメッセージを確認する。以下に主な原因を示す。

が発生する オプションの指定が間違っている

リンク先ライプラリの指定が間違っている PCクラスタ用ライブラリか SX用ライブ

ラリか確認する

リンカオプションの指定順が違う リンカオプションは対象ファイルより後、

また"-I"は"-L"より後に指定する

文字コードが「SJIS」、改行コードが 「CRLF」にな 以下のコマンドで文字コードを「EUC」、

っている（主に Windows上で作成したファイルを 改行コードを 「CR」に変換する

FTP転送した場合に発生） nkf-e -Lu [ファイルl> [一時ファイル］

mv[一時ファイル］［ファイル］

配列のサイズなど、使用メモリサイズが大きい 以下のオプションを指定する

Intelコンパイラ：

-mcmodel=large -shared-intel 

SXクロスコンパイラ：

-size_t64 (CIC++)、-ew(Fortran) 
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3. プログラムの実行について

コンパイルしたロードモジュール (a.out) をスーパーコンピュータ及び PCクラスタで実行するには、

NQSスクリプトファイルを作成し、バッチリクエストとして投入します。

キュー名（以下の「#PBS-q PCC」）を指定し、バッチジョブの投入先を設定してください。キュー名は

以下の通りです。スクリプトファイルの作成には、 viなどのエデイタをご利用ください。

キュー名 バッチジョブ投入先

SX9 SX-9 

SX8F SX-8R 

SX8L SX-8R 

PCC PCクラスタ

キュー名 バッチジョブ投入先

HCC-S 汎用コンクラスタ（吹田）

HCC-T 汎用コンクラスタ（豊中）

HCC-M 汎用コンクラスタ（箕面）

NQSスクリプトの例

lt!/bin/csh 

＃ 

It/tit Sample Script It/tit 

＃ 

ltPBS -q PCC ＃（バッチリクエストを投入する計算機のキュー名の指定）
ltPBS -1 cpunum_job=4, memsz_job=15GB, elapst.lm_req=5: 30: 00 

＃（使用するCPU数・ メモリ量・ 時間を指定）

cd $PBS_O_WORKDIR 

. /a. out 

It (qsub実行時のカレントディレクトリヘ移動）
＃（プログラムの実行）

バッチリクエストの投入は、 "qsub"コマンドを使います。

正常にバッチリクエストを受け付けるとリクエスト IDが付けられます。

lqsub [スクリプトファイル名］

Request 12345.cmc submitted to queue: P 冒
↑ 

受け付けたバッチリクエストにはリクエスト IDが付けられる。

トラブルシューティング

No 現象 確認内容 備考

1 正常に投入できな エラーメッセージを確認する。以下に主な原因を示す。

し‘ キュー名が違う "#PBS -q"で指定しているキュー名を確認

する

オプションが違う "-q"、"-I"など、各行のオプションに間違い

がないか確認する

パラメータが違う "cpunumjob"など、各行のパラメータの綴

り等に間違いがないか確認する

- 90-



4. バッチリクエストの確認について

バッチリクエストの状態は以下のコマンドで確認できます。バッチリクエストは投入が完了すると最初

「QUE」状態になります。次に、実行開始時間が決まりスケジュールされると「ASG」状態になり、実行

が開始されると 「RUN」状態になります。実行が終わると以下のコマンドの表示がなくなり、実行結果が

ファイルに出力されます。

% sstat 

言
(SX-8Rのバッチリクエストの実行開始時間を確認）

(SX-9のバッチリクエストの実行開始時間を確認）

(PCクラスタのバッチリクエストの実行開始時間を確認）

（汎用コンクラスタのバッチリクエストの実行開始時間を確認）

トラブルシューティング

No 現象 確認内容 備考

I 実行されない エラーメッセージを確認する。以下に主な原因を示す。

NQSスクリプトファイルの"cpunumjob"の値が大 指定可能な最大値以下の値を指定する

きい PCクラスタ： 4、SX-8R:8、SX-9: 16 

NQSスクリプトファイルの改行コードが「CRLF」 FTP転送時に”テキストモード,,で転送する

になっている (Windows上で作成したファイルを か、以下のコマンドを実行する

FTP転送した場合に主に発生） nkf -e -Lu [ファイルl> [一時ファイル］

mv[一時ファイル］［ファイル］

NQSスクリプトファイルの最終行に改行がない 最終行にコマンドを記述している場合、改

(cshスクリプトの場合） 行を入れる

NQSスクリプトファイルのプログラムの指定が間 指定ファイル名、パス、実行権限、バイナ

違っている リ形式 (PCC用、 SX-8R用、 SX-9用）等

を確認する

NQSスクリプトファイルの"#PBS"行の間に通常の "#PBS"行を全て記述後、通常のコマンド行

コマンド行がある を記述する

2 エラーが発生する エラーメッセージを確認する。以下に主な原因を示す。

プログラム実行中に時間切れになる NQSスクリプトファイルの"elapstim_req" 

の値（経過時間）を大きくする

メモリが足りない("Exceeded memory size limit"等 NQSスクリプトファイルの"memszjob"の

のエラーが出る） 値（ノード当たりのメモリサイズ）を大き

くする

" Batch job received signal SIGXRLG I. (Exceeded 標準出力、標準エラー出力をリダイレクト

RLGl limit"というエラーが出る などでファイルに出力するようにする

"[エラーコード］［メッセージ]PROG=[ソースファ ［ソースファイル］の［行］を［メッセージ］に

イル]ELN=[行](YYYYY)TASKID=Z"というフォー 従って修正する

マットのエラーが出る 最適化による影響の場合は、最適化レベル

を落としてリコンパイルする
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5. ファイル転送について

ファイルサーバ"ftp.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp"にSSHに対応したファイル転送ソフト (Unix/Linux:sftp、scp、

Windows : WinSCPなど）で接続します。

詳細な設定、手順は次の URLをご覧ください。 (sftp、scp、WinSCPを例に手順を説明しています）

http:/ /www.hpc.cmc.osaka-u.ac.j p/j/te biki/file _ transfer.html 

トラブルシューティング

No 

I 

現象 確認内容 備考

接続できない インターネットに接続できているか

接続先ホスト名が間違っていないか ホスト名： ftp.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp 

TCPポートが間違っていないか TCPポート： 22 

SFTPで接続しているか FTPでは接続不可

ファイアウォールやネットワークの設定で SSH、

TCPポート 22の使用を許可しているか

6. パスワードの変更について

次の URLから大規模計算機システムポータルにログインし、 「パスワード変更」 のタブを選択してくだ

さい。

https:/ /portal.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/ 

※Mac OSの InternetExplorerでのご利用は非推奨となっておりますのでご注意ください。

なお、フロントエンド端末での"passwd"コマンドでは変更できませんのでご注意ください。

より詳細な利用方法はこちら

http:/ /www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/tebiki/manual-sx.html 

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/service/front_guide.html 

II . サポート、マニュアル

1. サポートについて

お問い合わせ頂く内容により担当部署が変わります。

● 大規模計算機システムの利用に関する質問や、 問い合わせ先が不明な質問は、次の情報推進部 情報

基盤課研究系システム班宛にお問い合わせください。

メール (system@cmc.osaka-u.ac.jp)、または電話(06-6879-8812、8813)

● 大規模計算機システムで実行するプログラム等に関する質間は、次の利用相談員宛にお間い合わせ

くださし＼

メール(hpc-su pport@hpc.cmc.osaka-u.ac.jp) 

なお、利用相談員については次の URLをご覧ください。

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/support/advisor.html 

• その他、間い合わせ先等の詳細は次の URLをご覧ください。

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/info/index.html 
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2. マニュアルについて

次の URLから大規模計算機システムポータルにログインしてください。「マニュアル」のタブを選択す

ると、メーカー提供のマニュアルがご覧になれます。また、 「講習会資料」のタブを選択すると講習会で使

用した資料もご覧になれます。

https://portal.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/ 

皿利用手続き

1. 利用資格について

し‘

大学等の研究者や大学院生等がご利用になれます。利用資格の詳細は次の URLをご覧ください。

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.j p/j/ shikaku/index.html 

また、平成 23年度から民間企業の方も利用の申請が可能となりました。詳細は次の URLをご覧くださ

。

http ://www.hpc.cmc.osaka-u.ac .jp/j/ shinsei/kigyo/index.html 

2. 利用負担金について

大規模計算機システムの利用負担金は、登録時に一定額を支払って頂く年間定額制をとっており、登録

後の利用による利用負担金は発生しません。なお、利用負担金の金額に応じてジョブ実行優先順位（フェ

アシェア値）、並列実行 CPU数、メモリサイズ、ファイル使用量などの利用可能な資源に制限をかけてい

ます。詳細は次の URLをご覧ください。

http:/ /www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/futankin/index.html 

3. 利用申請について

大規模計算機システムを利用される方は「大阪大学サイバーメディアセンター利用申請書」 に必要事項

を記入し、情報推進部情報基盤課研究系システム班へ提出してください。詳細は次の URLをご覧くださ

し‘。

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/shinsei/index.html 

4. パスワード忘れについて

大規模計算機システムのパスワードを忘れた場合は、次の URLにあるパスワード変更届に必要事項を記

入し、情報推進部情報基盤課研究系システム班へ提出してください。パスワード変更届けは次の URLか

らダウンロードしてください。

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/shinsei/fom1s.html 

5. 試用制度について

本センターでは、これまでに大規模計算機システムを一度も利用していない、利用有資格者を対象にし

た試用制度を設けています。利用申請は Webページから受け付けています。詳細は次の URLをご覧くだ

さい。

http://www.hpc.cmc.osaka-u.ac.jp/j/futankin/shiyou.html 
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wその他
1. 他大学の情報基盤センターの情報について

他大学の情報基盤センターの情報ついては次のmu,をご覧ください。

http://www.cmc.osaka-u.ac.jp/j /intro/I ink.htm I 

- 94-



全国共同利用情報基盤センター顕彰 「功績賞」 受賞について

平成 24年 6月 1日に開催されました、第 19回全国

共同利用情報基盤センター長会議において、本学情報

推進部情報基盤課課長補佐中島重雄氏の全国共同利

用情報基盤センターヘの多大な貢献が評価され、全国

共同利用情報基盤センター顕彰「功績賞」の授与が決

定されました。

中島重雄氏は、昭和 47年にサイバーメディアセン

ターの前身である大型計算機センターに採用となり、

今日まで約 40年間にわたり、大型計算機を主とした

システム運用・管理に携わり、平成 12年 4月以降は、

キャンパスネットワーク（大阪大学総合情報通信シス

の設計・構築の中心的な役割を果た

され、ネットワークの高速化、高度化、セキュリティ

の強化を進め、大阪大学の教育、研究、業務を支える

情報基盤整備に多大なる貢献をされました。

現在は、情報システム全般を担当されるとともに、

技術職員の取りまとめ役として活躍されています。

テム (ODINS)) 

授与式は、平成 24年 11月21日に第 34回全国共同

利用清報基盤センター研究開発連合発表講演会（右、

写真）において行われました。
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サイバーメディアセンターITコア棟の新営・吹田本館改修について

このたび、サイバーメディアセンターITコア棟の新営及び本館の耐震改修を行います。

最先端の技術を導入したITコア棟には、平成 26年度に次期スパコンを設置するとともに、学内の多くの

サーバを集約します。これにより、大学全体の計算資源の集約化、クラウド化を効率的に行うことで、 IT関

連コスト及びCO2排出量の削減をめざします。

また、吹田本館の耐震改修により、施設を使用する教職員の安全を確保するものです。

さらに、本館には、大規模可視化装置や共同研究スペースとして、

バーメディアコモンズの設置が予定されており、本センターが目指す高度情報化技術にもとづく全学支援の

グローバルe—サイエンスセンター構想をさらに推し進め、学際大規模情報

基盤共同利用・共同研究拠点として、 HPCIの推進、国際的な機関との連携、計算科学・計算機科学の進展に

ビジュアライゼーション・ラボやサイ

取り組みを充実させるとともに、

大きく 貢献するものです3

新しくなるサイバーメディアセンター吹田本館に是非お越し下さい。
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